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　  本システムの概要
　本システム（図１）は、漁業者に操業日誌の記帳を依頼す
ることなく、魚礁の経済効果を定量的に把握できる新しい発
想の魚礁効果診断システムです。類似の調査手法との混同を
避ける意味で " 魚礁台帳併用モデル " というモデル名を付し
ています。次の４つの最新技術を駆使して効率的に魚礁効果
を診断できます。
　　長期間の記録が可能なGPS データロガー
　　専用の速度解析ソフト
　　GIS 版魚礁台帳による多角的な情報管理技術
　　サイドスキャンソナーによる精密な魚礁探査技術

※本システムの開発コンセプトは、次の４点です。
・漁業者に記帳などの手間を一切お掛けしないこと。
・魚礁効果を定量的かつ効率的に把握できること。
・データの客観性、中立性が確保できること。
・解析過程のブラックボックス化を排除すること。

　  利便性と特徴
　長期間のデータ自動収録が可能な GPS データロガー（JRC
製の特注品）を標本船にセットすれば、後は自由に操業して
頂けます。これまで漁業者を煩わせていた操業日誌への記帳
作業は一切不要です。後日、GPS データロガーを回収して記
録データをパソコンに吸い出し、所属漁協からその間の水揚
実績（水揚精算仕切書の写し）を提供して頂ければ、後は専
用ソフトで操業中か移動中かを解析し、操業場所の特定と操
業時間に応じた水揚量・水揚額の按分を行います。操業場所
が魚礁であるかどうかの判別については、最新式のサイドス
キャンソナー探査結果などに基づいた GIS 版魚礁台帳（魚礁
情報データベース）と照合しますので、充分な位置精度が確
保されます。こうした解析結果を様々な角度から集計し、魚
礁及び周辺漁場での操業・水揚実態を定量的に把握するもの
です。期間中における魚礁・区域毎の操業時間、水揚量、水
揚額、CPUE などが明らかにできます。さらに、より詳細な
航跡解析が必要なケースでは、「出入り解析」、「航跡玉解析法」
を併用します。これらの解析法を適用すれば、より正確な漁
場範囲が特定できます。これまでにない高い精度の「漁場生
産性の評価」、「原単位の算出」などが可能です。また、解析
結果の情報管理はすべて GIS 上で統合的（レイヤー管理）に
行いますので、ビジュアル性、再現性、拡張性に優れています。 
　なお、標本船の隻数は多いほど、設置期間は長いほど、解
析精度が高まることになります。

図 1　魚礁効果診断システムの概念図

　  活用メリット
　・標本船調査システムの自動化と効率化
　・魚礁台帳との照合方式による高精度な漁場解析
　・魚礁及び周辺漁場の経済効果判定
　・魚礁の原単位の算出
　・正確な魚礁有効範囲の解析
　・未確認漁場（人工魚礁・沈船・天然礁など）の発見
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標本船の水揚げデータ
　（水揚精算仕切書）

操業隻数等の統計資料

（水土長技術広報資料 第 22－3号 )  [ 2010 年 7月 ]

操業日誌に大きく依存していた標本船調査の方法論を一新する待望のシステム
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（参考）
　本モデルは、正確な魚礁の位置情報に基づいたGIS 版魚礁
台帳が既に整備されている場合に、最も高いパフォーマンス
を発揮しますが、台帳が整備されていない場合でも、効果診
断と台帳整備を同時並行する方式や、診断結果に基づき魚礁
の設置位置を探査・特定し、魚礁台帳を整備する方式など、
実施方式の変形は自在です。

　  基本的なシステム適用条件
 ・標本船のDC電源（AC電源可）が使用できること。
 ・魚礁台帳が整備されていること。あるいは正確な魚礁位置
　情報   ( 緯度経度）が入手できること。
 ・漁業者から水揚精算仕切書を提供頂けること。

☞ ３つの新しい発想にご注目下さい。　  
❖ その１：船速を解析し操業場所を特定する発想
　第１の発想は、GPS データロガーの収録データから船速を
計算し、対象漁法に応じたフィルタリングを行った上で、操
業中か移動中であるかを判別し、操業場所を特定する点にあ
ります。

❖ その２：GIS 版魚礁台帳と照合し魚礁を判別する発想
　第２の発想は、操業中と特定された場所を GIS 上で魚礁台
帳と照合し、操業場所が魚礁であるかどうかを判別する点に
あります。

❖ その３：操業時間に応じて水揚数量を按分する発想
　第３の発想は、当日の操業が複数箇所にまたがる場合、水
揚精算仕切書に記載されている水揚量、水揚額を、それぞれ
の箇所での操業時間の割合に応じて按分する点にあります。



図２　本システムの各種操作画面

●  問い合せ先
　　〒850-0035  長崎市元船町 17-1  ( 長崎県大波止ビル 2F)
      　　　　　　   ( 社 ) 水産土木建設技術センター長崎支所漁場開発部（担当 : 桑本）
                    　        　TEL  095-827-5669  FAX  095-827-5182 (E-mail : j-kuwamoto@fidec.or.jp）

◆キャビン内に設置したGPS データロガー

◆速度解析ソフトでのデータ読込み画面 ◆速度解析ソフトでの操業判定画面

◆按分の元データとなる水揚精算仕切書◆GIS 版魚礁台帳との照合図
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◆取得したログデータ（ごく単純な CSV 形式）

赤線は操業中（一本釣の場合 1ノット未満）

G

◆さらに詳細な航跡解析画面（航跡玉解析法）◆操業・漁獲実態集計表

※最大 154,400 点超の記録可能

操業区域 水揚量(kg) メダイ ヒラス その他 水揚額(円) メダイ ヒラス その他 操業時間(h) kg/隻・h 円/隻・h

A 58 51 4 3 45,468 40,445 3,193 1,830 9.4 6.2 4,837

B 3,120 3,115 5 0 1,871,497 1,868,664 2,833 0 146.0 21.4 12,818

C 1,127 1,022 102 3 725,878 672,064 51,706 2,108 72.9 15.5 9,957

D 12 12 0 0 6,381 6,381 0 0 0.9 13.3 7,090

E 21 21 0 0 11,367 11,367 0 0 3.7 5.7 3,072

F 29 27 2 0 26,069 24,227 1,842 0 4.0 7.3 6,517

G 29 27 1 1 18,304 17,539 377 388 3.5 8.3 5,230

H 99 94 5 0 64,961 62,345 2,616 0 9.8 10.1 6,629

I 5 3 2 0 3,185 2,238 947 0 1.5 3.3 2,123

J 2,981 2,861 100 20 1,807,618 1,735,602 60,708 11,308 192.8 15.5 9,376

K 10,142 10,099 33 10 5,711,074 5,685,397 19,770 5,907 518.1 19.6 11,023

その他 14 14 0 0 8,123 8,123 0 0 2.0 7.1 4,130

計 17,637 17,346 254 37 10,299,925 10,134,392 143,992 21,541 964.6 18.3 10,678

漁場区分 水揚量(kg) メダイ ヒラス その他 水揚額(円) メダイ ヒラス その他 操業時間(h) kg/隻・h 円/隻・h

人工魚礁 14,341 14,069 238 34 8,306,691 8,152,577 134,403 19,711 795.9 18.0 10,437

　・大型魚礁 4,149 3,922 204 23 2,565,946 2,438,274 114,256 13,416 270.6 15.3 9,482

　・人工礁 10,163 10,120 33 10 5,722,441 5,696,764 19,770 5,907 521.8 19.5 10,967

　・マウンド礁 29 27 1 1 18,304 17,539 377 388 3.5 8.3 5,230

天然礁 3,296 3,277 16 3 1,993,234 1,981,815 9,589 1,830 168.7 19.5 11,818

※例えば、全体の水揚量の 81.3%（14,341÷17,637）は人工魚礁によるものであり、なかでも人工礁が　

　57.6%（10,163÷17,637) を占めているなど、実態を定量的な数値として把握できる。




